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01 フォワーダーとは

02 本邦発航空貨物現状（混載貨物の割合）

03 スコープ１，２，３

04 当社のスコープ１，２排出現状

05 スコープ１，２削減に向けた取組事例

06 出荷毎の排出量可視化ツール

I N D E X

07 フォワーダーとスコープ３排出

08 SAFの更なる活用に向けて
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01 フォワーダーとは？
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02 本邦発輸出航空貨物内訳（2021年4月～2022年3月）
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03 温室効果ガスのスコープ1, 2, 3
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04 当社のスコープ1, 2排出現状（2021年度日本単体）
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05 スコープ１、2削減の為に当社ができること
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05 スコープ１、2削減に向けた具体策：再生可能エネルギーの導入
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06 出荷毎のCO2排出量を可視化（ウェブ上で公開）

＊入力画面
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06 出荷毎のCO2排出量を可視化（ウェブ上で公開）

＊結果画面
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07 圧倒的に多いスコープ3排出の削減策＝SAF
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08 取引先航空会社との協業
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08 荷主参画における課題



14©2022 Kintetsu World Express, Inc.

08 海外同業の取組事例 - 荷主が参画できる仕組み
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08 欧米の後を追う状況から脱する為に



株式会社近鉄エクスプレス

ご清聴ありがとうございました。
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